
鈴一物産株式会社

　4代目の鈴木敏志社長を中心にLPWA通信システム導入を推進。当初、シ
ステム化に慎重な姿勢を取っていた社長だが「『人の技』を大切にしつつ、シ
ステムで効率化できる部分はできるだけ頼っていければ」との言葉通り、人と

機械、それぞれのメリットを活用
した業務改革を実現した。「保安
業務であれば、ベテランの人間が
来てくれれば安心できますよね。
お客様本位で考えれば、業務内
容によっては人の力は必要不可
欠。一方で検針業務や配送業務
等、効率化やコストカットが可能
な部分に関しては、自動化を積極
的に取り入れたいと考えていま
す」。
　メーカー選定では現場の声を
吸い上げ、現状取り付けている
メーター機器と同じメーカーに決
めた。互換性を考え、扱いやすさ
を重視したという。

人の技と機械の正確さ、双方の優位性によるハイブリッドな業務体系
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　愛知県内や岐阜県南東部（東濃地区）をメインに、LPガスや石油類を中心
とした各種燃料の卸売り、小売り事業を営む鈴一物産株式会社。1919（大正
8）年の創業から今年で103年目を迎え、顧客からは「すずいちさん」の愛称
で親しまれる老舗ガス事業者だ。近年では、地震や大雨を伴う台風等の自然
災害時におけるLPガスの優位性を伝えるべく、LPガスを使った災害対応発
電機や空調設備（GHP）の周知にも力を入れている。

（愛知県瀬戸市）
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　業務効率が大幅に上がった
ことで、従業員の働き方を見直
すきっかけにもなったと話す鈴
木社長。「弊社の従業員の傾向
として、私物の携帯電話でお客
様対応を行う等、公私混同しが
ちな面がありましたが、システ
ム導入に合わせて社用携帯を
配ることでオン・オフを分ける
きっかけを作りました。小さな
一歩ですが、これからの時代は
仕事とプライベートの切り分けは必須だと思います。コストカットや合理化を
考えたシステム導入でしたが、今思えばこの決断も弊社にとって未来を見据
えるための大切な判断だったといっても過言ではありません」。

システム導入がきっかけとなった『働き方改革』

　「配送業務のさらなる合理化を目指します。ベテランの配送員ともなれば配
送方法は人それぞれで、マニュアルというものは存在していません。長年培っ
てきた“勘”は頼りになる一方で、後進が膨大な知識を吸収しきれず、育たな
いまま辞めてしまうというデメリットもあります。配送員の高齢化が進む中、若
手の育成は急務。システムを活用し、経験に頼っていたノウハウを、今後は
データ化し共有することで後進育成を促進しようと考えています」
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